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運
気
論
と
北
宋
の
儒
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
相
関
関
係
へ
の
序
説

は
　
じ
　
め
　
に

多
　
　
田

知
　
子

　
道
教
に
お
い
て
、
外
丹
服
用
に
耐
え
得
る
体
内
改
造
手
段
と
し
て
内
実
行
気
の
術
が
、
呼
吸
と
の
結
び
つ
き
を
断
っ
た
内
気
循
環
理
論

を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
（
－
）
、
伝
来
以
降
玉
石
混
碧
し
て
い
た
、
四
大
（
地
水
火
風
）
説
に
よ
る
仏
教
医
説
と
在
来
の
陰
陽
五
行
説
に
よ

る
漢
方
医
説
と
は
徐
々
に
融
合
し
（
↓
、
薦
骨
の
後
世
方
医
学
の
形
成
を
準
備
し
て
い
た
。
ま
た
扁
鵠
の
昔
か
ら
予
防
と
治
療
の
両
面
を
兼

ね
て
い
た
男
気
導
引
（
3
）
の
術
が
、
現
行
の
気
功
（
4
）
の
様
相
を
ほ
ぼ
備
え
る
に
至
っ
た
の
が
譜
代
で
も
あ
る
。
修
養
論
と
し
て
の
司
馬
承
禎

の
『
坐
忘
論
』
（
5
）
及
び
、
気
息
療
法
と
し
て
の
智
北
の
『
天
台
小
止
観
』
（
↓
が
出
現
し
、
十
三
観
想
を
説
く
『
観
無
量
寿
経
』
が
偽
作
さ

れ
、
後
の
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
『
首
榜
厳
経
』
（
7
）
の
漢
訳
が
な
さ
れ
た
磐
代
。
そ
の
豊
代
に
つ
づ
く
宋
代
に
お
い
て
、
大
い

に
興
隆
し
た
禅
宗
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
人
々
の
関
心
を
集
め
は
じ
め
た
「
気
を
巡
ら
す
」
と
い
う
行
為
と
理
論
が
、
北
宋
の

儒
者
た
ち
（
こ
こ
で
は
郡
雍
・
倒
懸
・
周
惇
願
）
の
患
畜
心
性
論
に
如
何
な
る
投
影
を
見
せ
た
か
を
本
稿
で
は
探
る
。
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一
　
五
運
六
気
の
説

　
劉
完
素
は
『
素
問
玄
機
原
病
式
』
序
に
お
い
て
、
「
易
学
体
部
五
行
八
卦
、
儒
教
存
乎
三
綱
五
常
、
署
法
要
乎
五
運
六
氣
。
其
門
三
、

其
道
一
」
と
述
べ
る
。
そ
も
そ
も
『
傷
寒
論
』
に
体
系
化
さ
れ
た
『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
診
断
法
の
基
本
構
造
は
、
「
気
」
が
体
内
循
環

す
る
際
に
辿
る
六
つ
の
経
路
（
太
陽
・
陽
明
・
少
陽
・
太
陰
・
．
少
陰
・
蕨
陰
）
と
気
血
の
流
通
・
閉
塞
（
虚
と
実
）
と
に
よ
っ
て
全
て
の

症
状
を
把
握
し
、
具
体
的
治
療
に
資
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
↓
。
こ
れ
に
、
気
象
学
的
体
系
が
付
加
さ
れ
て
成
立
し
た
五
運
六
気
の

説
は
、
五
行
説
と
と
も
に
後
世
方
医
学
の
基
礎
と
な
る
病
理
論
で
あ
る
が
、
そ
の
付
加
は
、
中
唐
・
王
泳
が
『
素
問
』
改
編
の
際
、
付
し

た
「
天
元
紀
大
量
」
「
五
運
行
大
守
」
「
六
徴
旨
大
論
」
「
気
交
変
大
論
」
「
五
常
政
大
憲
」
「
二
元
正
紀
藩
論
」
「
至
尊
要
無
論
」
の



七
篇
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
属
官
に
至
る
ま
で
三
百
年
あ
ま
り
、
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
が
、
嘉
祐
年
間
以
後
、
都
允
・

塵
安
広
・
沈
括
・
楊
之
建
と
い
っ
た
人
々
の
注
目
を
俄
に
あ
び
、
臨
抹
経
験
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
当
時
の
医
学
界
に
独
占
的
地
位
を
築

い
た
（
↓
。
世
界
に
先
掛
け
て
国
立
医
療
施
設
や
国
家
試
験
を
充
実
さ
せ
て
き
た
中
国
で
あ
っ
た
が
（
包
、
特
に
宋
代
は
『
宋
史
』
職
官
志
に

依
る
と
、
大
勢
局
に
聴
す
九
国
匹
専
攻
分
野
を
定
め
↑
）
、
ま
た
、
王
安
石
の
変
法
以
後
は
大
藩
局
の
行
う
国
家
試
験
の
一
科
目
乏
し
て
運

気
論
を
採
用
し
で
擶
（
醤
。
こ
う
し
た
動
壱
の
中
で
成
立
し
た
劉
駐
留
の
『
素
問
電
機
原
病
式
』
藩
宗
興
の
『
本
草
霧
版
政
府
編

纂
の
『
太
平
聖
恵
方
』
そ
の
他
賜
し
い
数
の
医
書
本
草
書
は
、
『
素
問
』
の
五
運
六
気
の
説
を
演
繹
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
印
刷
術
及
び
天
文
学
の
発
達
幽
禅
の
隆
盛
と
易
学
の
再
考
と
い
う
潮
流
に
乗
じ
、
運
気
論
は
当
時
の
知
識
分
子
に

少
な
か
ら
ず
流
布
し
た
ど
思
わ
れ
る
亘
。
，
9

　
そ
こ
で
ま
ず
『
質
問
』
に
王
泳
が
．
付
加
し
た
七
篇
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
陰
陽
か
ち
派
生
し
た
五
運
（
木
々
土
金

水
）
と
六
気
（
初
二
三
四
五
終
の
六
節
次
序
の
気
）
を
十
干
十
二
支
と
三
千
（
太
陰
・
少
陰
・
継
穂
）
三
陽
（
太
陽
・
少
陽
・
陽
明
）
の

平
脈
に
配
当
し
、
孟
そ
れ
風
気
．
熱
気
．
湿
気
．
相
火
．
燥
気
．
寒
気
と
な
し
て
回
護
と
呼
び
（
「
五
運
行
大
廟
」
及
び
「
天
元
継
接
ト

論
」
）
、
特
に
相
火
を
除
く
五
気
に
は
方
位
（
東
西
南
北
中
央
）
を
配
当
し
て
、
自
然
及
び
人
体
の
形
成
を
説
明
す
る
。
五
運
と
六
気
は
　
「

そ
れ
ぞ
れ
天
と
地
の
運
行
で
あ
り
、
五
歳
及
び
六
歳
で
循
環
し
、
十
干
十
二
支
に
相
応
し
て
い
る
た
．
め
、
両
者
は
六
十
干
支
べ
六
十
年
）

で
一
周
す
る
。
六
気
は
主
気
と
客
気
に
分
け
ら
れ
、
主
骨
は
天
の
六
気
、
客
気
は
地
の
六
気
を
司
る
も
の
と
さ
れ
る
。
客
気
は
更
に
天
地

に
分
け
ら
れ
て
、
三
陰
三
陽
が
天
の
令
を
司
る
の
が
司
天
（
第
三
の
気
）
で
、
地
の
化
を
司
る
の
が
在
泉
（
第
六
の
気
）
と
す
る
（
司
天

在
泉
の
説
…
「
至
真
要
大
量
」
）
。
そ
し
て
こ
こ
で
い
う
運
気
と
は
、
毎
年
の
五
運
・
司
天
在
泉
・
二
六
・
客
気
の
太
過
と
不
及
を
調
べ

て
、
天
候
の
順
不
順
や
病
症
を
予
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
診
断
・
．
治
療
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
．
乙
・
う
し
た
理
論
を
実
地
医

学
か
ら
全
く
遊
離
し
た
観
念
論
と
し
て
、
内
傷
系
医
学
の
本
旨
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
視
す
る
専
門
家
も
い
る
（
1
4
）
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
に
自
然
の
運
行
と
人
体
と
を
関
連
さ
せ
る
や
り
方
は
、
『
黄
帝
素
問
霊
聖
経
』
が
「
歳
月
十
二
月
、
人
有
十
二
節
、
地
貸
四
時
、

不
生
草
人
有
無
子
、
此
人
與
天
地
相
鷹
戸
籍
」
（
「
邪
客
第
7
1
」
）
と
い
っ
た
り
、
『
仏
学
経
』
が
四
季
の
変
転
（
外
界
の
四
大
）
と
体

内
（
内
界
の
四
大
）
を
相
関
さ
せ
、
疾
病
発
現
の
誘
因
と
し
た
り
（
邑
、
ま
た
、
『
大
智
度
盛
』
竃
）
、
『
摩
詞
止
観
』
（
1
7
）
、
『
金
光
明
経
』
（
1
8
）

等
に
見
え
る
仏
教
医
学
関
係
の
記
述
が
、
病
因
分
析
の
焦
点
と
し
て
常
に
環
境
と
と
も
に
律
動
す
る
色
心
一
如
の
人
間
生
命
を
定
め
、
病



『
素
問
』
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見
え
る
運
気
学
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司
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司
天
…
…
子
・
午

　
太
陰
曇
天
…
…
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・
未

　
少
陽
司
天
…
…
寅
・
申

　
陽
明
雨
天
…
…
卯
・
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太
陽
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立
…
…
辰
・
戌

　
蕨
陰
縫
天
…
…
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・
亥

〈
十
二
支
と
五
行
の
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当
V
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…
…
寅
・
卯

　
火
…
…
巳
・
午

　
土
…
…
丑
・
辰

　
　
　
　
未
・
戌

　
金
…
…
申
・
酉

　
水
…
…
子
・
亥

〈
五
天
気
図
V
　
　
劉
温
野
『
素
馬
入
式
運
気
富
農
』
巻
申
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因
を
生
体
リ
ズ
ム
の
混
乱
に
置
い
た
り
す
る
視
点
に
既
に
窺
え
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
右
図
の
如
く
『
素
問
』
に
お
い
て
は
年
の
干
支
に
よ
り
左
右
の
寸
口
受
尺
中
江
に
お
け
る
少
陰
の
気
の
有
無
か
ら
病
状
は
規
定

さ
れ
て
ゆ
く
の
だ
が
（
五
運
六
気
は
右
の
五
天
気
図
（
包
の
如
く
、
二
十
四
方
位
、
二
十
八
宿
・
五
天
と
の
対
応
で
す
ら
述
べ
ら
れ
て
ゆ
く
。

す
で
に
干
支
陰
陽
五
行
説
の
支
配
を
受
け
る
気
学
や
人
相
手
相
骨
相
学
が
漢
方
の
診
断
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
事
実
が
あ
っ
た
。
そ
の

事
実
の
上
に
立
っ
て
、
肉
体
と
精
神
を
不
可
分
な
生
命
体
と
し
て
取
扱
う
立
場
に
あ
る
漢
方
が
、
大
自
然
に
循
環
す
る
十
二
季
節
と
人
体

と
の
関
係
を
無
視
出
来
ぬ
と
し
て
、
疾
病
状
態
を
も
個
性
的
に
時
の
消
長
に
よ
り
解
明
し
よ
う
と
し
た
こ
の
五
運
六
気
の
説
は
、
例
え
ば

郡
雍
の
『
皇
極
経
世
書
』
に
絡
む
要
因
を
い
く
つ
か
秘
め
て
い
、
る
の
で
あ
る
。

二
　
『
皇
極
経
世
書
』
と
運
気
論

　
そ
も
そ
も
郡
雍
の
思
想
は
、
宇
宙
及
び
人
間
の
展
開
変
化
が
同
一
原
理
に

基
づ
く
と
し
㍉
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
人
間
存
在
と
そ
の
意
義
を
問
わ
ん
と

す
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
は
、
宇
宙
の
生
成
展
開
と
併
せ
て
「
時
」
と
「

し
て
の
具
体
的
歴
史
を
通
観
す
る
点
が
多
く
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
歴
史
年
表
『
元
会
運
塾
図
』
の
発
想
の
淵
源
た
る
や
、
『
易
緯
稽
覧
図
』

に
見
え
る
麦
数
操
作
に
よ
る
歴
史
通
観
、
『
漢
書
』
律
暦
志
に
幽
す
る
『
整

経
』
・
「
三
歳
暦
」
に
見
え
る
回
数
と
天
文
暦
数
と
に
よ
る
編
年
の
歴
史
叙
述
（
2
0
）
、

更
に
は
仏
・
道
の
皇
運
説
で
あ
る
こ
と
が
塾
主
さ
れ
て
い
る
（
包
。
山
南
の
『
皇

極
経
世
書
』
に
つ
い
て
は
既
に
三
浦
国
雄
氏
の
詳
し
い
研
究
が
あ
り
、
多
く
を

述
べ
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
『
宋
元
学
課
』
巻
1
0
所
収
の
「
六
十
四
立
方

三
図
．
」
、
及
び
こ
れ
に
二
十
四
節
気
を
割
り
あ
て
た
「
卦
気
図
．
」
に
注
目
し
、

た
い
。
図
は
右
ま
わ
り
で
四
季
の
循
環
を
象
徴
し
、
既
に
陽
気
を
内
在
し
て

〈
卦
気
図
V

　
i
『
宋
老
害
案
』
4
百
源
学
案
下
所
収
一
－
1

羅
漢、
・
縢
楡
攣

　
　
　
　
　
　
，
8
9
暑
●
●
、

攣
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い
る
純
陰
の
土
塁
か
ら
、
梗
概
に
い
た
っ
て
陽
気
が
生
じ
は
じ
め
、
夏
至
の
頃
、
純
陽
の
乾
町
と
な
り
隔
逆
に
陰
気
が
増
え
て
秋
分
を
経

て
里
臨
に
も
ど
り
、
舞
ゆ
婆
す
る
』
経
世
＝
兀
消
長
三
教
図
」
（
『
皇
極
経
世
書
』
巻
・
）
に
よ
億
∵
宇
宙
の
時
鰻
元
・
会
・

運
・
世
の
四
つ
に
区
分
さ
れ
、
＝
兀
は
＋
二
会
、
二
会
は
三
＋
運
、
蓮
は
＋
二
世
、
蚕
は
三
＋
年
戸
当
し
（
賞
誉
＋
芳
九
千

六
百
年
）
に
て
天
地
は
消
滅
し
、
ま
た
次
の
宇
宙
が
誕
生
ず
る
と
い
ヶ
。
そ
し
て
、
十
二
会
は
十
二
支
及
び
十
二
消
息
卦
に
昏
昏
さ
れ
て

い
る
。
朱
子
は
苦
患
が
こ
う
し
た
循
環
理
論
を
非
常
に
好
ん
だ
点
を
指
摘
し
（
2
2
）
、
警
衛
温
は
し
の
意
㎞
凶
を
「
天
時
を
以
て
人
事
を
験
し
、

人
事
を
以
て
天
時
を
験
し
、
万
物
の
理
を
尽
し
て
大
中
至
正
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
陰
陽
の
消
長
、
，
古
今
の
治
乱
を
見
る
。
」
（
『
皇
極
経

世
書
』
巻
－
）
　
と
述
べ
る
。
循
環
と
い
う
点
で
、
聖
代
以
来
の
十
二
消
息
卦
の
理
論
を
承
け
乍
ウ
も
、
『
素
問
』
が
天
地
間
の
運
気
の
巡

　
　
　
　
む

り
に
定
数
を
設
け
「
天
以
千
歯
節
、
地
以
五
為
制
、
同
天
氣
者
六
碁
為
一
備
、
豊
春
同
者
五
歳
為
一
周
ρ
・
…
ザ
・
五
⊥
ハ
相
合
而
七
百
二
十
氣

為
一
紀
、
凡
三
十
歳
千
四
百
四
十
氣
、
凡
六
十
歳
而
為
一
周
」
　
（
「
天
元
二
大
論
第
6
6
」
）
と
言
っ
た
町
、
一
年
三
百
六
十
五
日
で
の
循
環

に
つ
い
て
言
及
し
た
り
（
．
「
六
節
旧
里
論
篇
第
9
」
）
す
る
の
に
通
ず
る
感
は
確
か
に
あ
る
。
更
に
、
『
尋
問
』
が
「
萬
吻
資
始
五
運
終
天
、

布
氣
眞
霊
総
統
坤
元
」
　
（
「
天
元
紀
大
臼
田
6
6
」
）
と
述
べ
る
点
（
ま
た
五
行
の
支
配
を
、
太
過
（
有
余
）
と
不
及
（
不
足
）
が
徐
々
に
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
し
ま
た
戻
る
増
減
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
六
気
に
絡
め
て
明
解
に
述
べ
る
（
同
上
）
点
な
ど
、
郡
雍
の
六
十
四
卦
の
消
長
に
実
に
通
じ
て
い

る
。
さ
ら
に
「
天
気
下
降
気
流
干
地
、
地
気
升
気
騰
干
天
。
故
高
下
相
召
升
降
相
因
而
変
作
　
。
…
…
非
出
入
謎
解
以
生
長
肚
老
已
、
非

升
掻
則
勲
章
生
長
化
収
蔵
」
（
「
六
微
二
大
塵
事
第
6
8
」
）
と
、
気
の
無
限
の
循
環
を
天
地
の
根
本
原
理
と
捉
え
て
い
る
点
は
、
「
気
変
則
形

化
。
人
之
類
備
乎
捨
物
之
性
」
（
「
観
物
外
篇
下
」
）
や
、
「
夫
人
也
者
暑
寒
昼
夜
無
不
変
、
雨
風
露
雷
無
不
化
、
性
情
形
艦
無
不
感
、
飛

走
草
木
無
不
応
。
…
…
霊
干
萬
物
不
亦
宜
乎
」
（
「
賜
物
内
篇
－
」
）
と
、
郡
雍
が
気
の
循
環
に
お
い
て
、
人
を
可
変
的
な
霊
な
る
存
在
と

し
て
考
え
る
の
に
も
通
ず
る
。
勿
論
、
畢
宿
の
そ
れ
は
宇
宙
万
物
を
経
論
す
る
壮
大
な
数
の
哲
学
体
系
で
、
．
『
素
問
』
の
そ
れ
が
や
や
不

明
な
記
述
を
残
す
に
比
べ
、
，
理
路
整
然
と
は
し
て
い
る
。
が
、
『
懸
物
外
篇
』
が
陰
陽
の
交
錯
如
何
に
基
づ
い
て
万
物
の
類
型
化
を
試
み

作
り
あ
げ
た
荒
唐
無
稽
な
分
類
が
、
や
は
り
『
素
問
』
の
「
五
常
政
高
論
黒
子
7
0
」
に
も
見
え
る
。
ま
た
『
素
問
』
を
は
じ
め
と
す
る
医

書
に
お
い
て
は
、
「
神
」
を
決
し
て
自
ら
の
心
（
つ
ま
り
精
神
）
の
は
た
ら
き
と
し
て
説
か
な
い
。
同
様
に
郡
雍
も
「
神
」
即
ち
「
心
」

と
せ
ず
、
「
任
我
則
情
、
情
揖
斐
、
運
転
昏
　
。
下
物
則
性
、
性
則
耐
、
紳
則
明
　
。
…
…
営
農
陰
陽
場
所
馴
者
神
也
」
（
「
観
物
外
直
下
」
）

ど
、
「
性
」
「
神
」
を
関
連
さ
せ
て
説
き
は
じ
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
『
撃
壌
集
』
自
序
で
は
、
「
性
者
道
之
十
二
也
。
性

一2
0
一



傷
則
道
亦
従
属
　
。
心
活
性
白
蜜
郭
也
。
心
雨
露
亦
従
之
　
。
身
直
心
之
匿
宇
也
。
身
歯
磨
心
亦
從
之
夷
」
と
述
べ
、
明
ぢ
か
に
「
心
」

「
神
」
」
を
区
別
し
て
い
る
。
か
く
し
て
「
以
道
観
性
、
以
性
観
心
、
以
心
翻
身
、
以
身
賭
物
」
　
（
同
上
）
と
い
う
見
地
が
生
ま
れ
、
．
「
観

物
者
非
以
目
蒲
之
也
。
非
疑
雲
以
目
墨
黒
之
以
心
也
。
非
観
之
以
心
而
観
之
以
理
也
」
（
「
観
物
内
篇
1
2
」
）
．
と
の
如
く
、
循
環
理
論
に
裏

づ
け
ら
れ
た
人
間
の
現
実
生
活
、
そ
の
個
々
の
も
の
の
間
に
調
和
を
図
り
つ
つ
理
を
お
し
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
観
物
」
の
姿
勢
が

培
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
詳
述
す
る
の
は
本
稿
の
目
的
で
な
い
の
で
暫
く
置
く
。
と
に
か
く
、
「
養
自
己
天
地
」
（
『
撃
壌

集
』
巻
1
9
「
摂
生
吟
」
）
ど
あ
る
よ
う
に
、
人
間
が
天
地
万
物
を
備
え
た
小
宇
宙
で
あ
り
、
万
物
の
至
霊
で
あ
る
と
考
え
る
、
多
分
に
道

教
的
な
立
場
が
、
『
撃
壌
集
』
巻
8
「
撃
壌
吟
」
や
同
署
1
8
「
死
生
吟
」
（
2
3
）
等
で
澄
教
批
判
を
な
す
に
も
か
か
わ
む
ず
採
用
さ
れ
て
い
惹

の
は
、
．
運
気
論
を
含
む
『
素
問
』
か
ら
、
「
医
書
」
の
名
の
も
と
に
抽
出
さ
れ
た
面
が
あ
る
と
は
言
え
ま
い
か
。
因
み
に
曲
譜
に
は
、
「
素

問
密
語
之
三
三
術
之
理
可
謂
事
忌
」
　
（
「
観
物
外
篇
下
」
）
と
、
『
素
問
』
を
評
価
、
喧
伝
す
る
言
が
見
え
る
。

三
　
『
三
三
』
と
運
気
論

」班一

　
翻
っ
て
張
載
も
、
医
術
を
心
得
て
い
た
人
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
（
毯
。
こ
れ
を
念
頭
に
乏
い
だ
上
で
、
彼
の
確
立
し
だ
気
⑳
概
念
を
眺

め
て
み
た
い
。
「
気
の
物
た
る
、
，
散
じ
て
無
形
に
入
る
も
、
適
に
我
が
体
を
得
、
聚
っ
て
有
象
と
な
る
略
、
吾
が
常
々
失
は
ず
」
（
『
正
面
』

太
乾
竹
第
－
）
ど
の
如
く
、
聚
は
気
の
有
形
的
面
、
散
は
気
の
無
形
面
面
で
あ
り
、
「
太
虚
形
無
き
は
気
の
本
体
。
そ
の
聚
そ
の
散
、
．
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
客
形
の
み
」
（
同
上
）
と
述
べ
る
よ
う
に
気
の
聚
散
と
い
う
面
に
の
み
注
目
し
て
ゆ
け
ば
、
気
が
実
在
し
、
「
死
す
る
も
亡
び
ざ
る
」
（
同

上
）
存
在
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
飛
下
は
、
仏
者
が
「
六
根
（
眼
．
耳
．
鼻
．
舌
．
心
・
意
）
の
微
を
以
て
天
地
を
因
縁
し
、
明

尽
く
す
こ
と
能
は
ざ
る
と
き
は
則
ち
天
地
日
月
を
認
ひ
て
幻
妄
と
な
す
」
　
（
『
正
蒙
と
大
心
篇
第
7
）
態
度
を
、
人
世
を
夢
幻
と
す
る
一
己

　
む
　
　
　
　
　
　
　
リ
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の

の
観
念
的
見
解
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
彼
が
生
死
と
世
の
流
転
を
認
め
乍
ら
も
、
人
生
・
世
界
が
実
在
す
る
こ
と
を
確
信
し
、

そ
れ
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
時
、
格
好
の
材
料
と
な
っ
た
の
が
気
で
あ
る
。
彼
は
、
気
は
太
虚
に
聚
散
し
、
「
呑
込
即
ち
気
（
肥
）
な
る
を
知

れ
ば
、
則
ち
無
な
る
も
の
な
し
」
．
（
『
正
野
』
大
和
篇
第
－
）
と
結
論
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
仏
教
の
輪
廻
観
と
人
生
世
界
へ
の
幻
妄
観
の
否
定

克
服
に
則
る
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
気
論
に
は
仏
教
、
特
に
そ
の
生
成
論
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ



こ
で
、
彼
の
気
の
聚
散
論
に
、
運
気
学
説
及
び
後
世
方
医
学
に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
仏
教
生
成
論
の
片
鱗
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
「
気
は
聚

っ
て
万
物
と
な
ら
ざ
る
こ
と
能
は
ず
、
万
物
は
散
じ
て
太
虚
と
な
ら
ざ
る
こ
と
能
は
ず
」
（
同
上
）
と
の
雷
は
「
太
虚
」
を
基
点
と
し
た
往
層

来
循
環
が
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。
同
じ
「
太
虚
」
を
王
泳
は
「
太
虚
は
空
玄
の
境
。
眞
気
の
充
つ

る
所
、
神
明
の
宮
府
を
謂
う
な
り
。
話
芸
は
精
微
に
し
て
遠
き
も
至
ら
ざ
る
な
し
。
故
に
能
く
生
化
の
本
始
、
運
気
の
首
元
と
な
る
」

（
『
素
問
』
天
皇
紀
大
払
篇
第
6
6
注
）
と
、
真
書
の
本
体
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
前
出
の
「
布
氣
眞
霊
、
総
統
坤
元
」
に
も
「
太
虚
の
興
業
は

至
ら
ざ
る
所
無
き
な
り
。
気
斉
し
く
し
て
有
を
生
ず
、
故
に
気
を
稟
け
霊
を
含
む
者
は
真
気
を
抱
い
て
以
て
生
ず
。
坤
元
を
総
統
す
と
は
、

天
の
元
気
、
常
に
地
気
化
生
の
道
を
司
る
を
言
ふ
」
（
同
上
）
と
注
し
て
い
る
。
王
泳
は
真
気
を
元
気
と
呼
び
、
・
生
命
活
動
を
支
え
る
根
源

と
な
し
、
太
虚
は
「
虚
」
と
言
い
乍
ら
も
真
玉
の
充
満
し
た
「
実
」
で
あ
る
点
を
前
面
に
う
ち
だ
す
。
こ
れ
は
、
「
彼
の
寂
滅
を
語
る
者

は
往
い
て
反
ら
ず
、
生
に
絢
ひ
有
に
執
す
る
者
は
物
に
し
て
化
せ
ず
」
（
『
正
蒙
』
太
和
篇
第
－
）
と
、
横
言
が
仏
・
道
そ
れ
ぞ
れ
太
虚
と

万
物
の
一
方
に
偏
し
て
道
を
失
う
点
を
批
判
し
、
太
虚
の
無
と
万
物
の
有
の
非
連
続
な
両
面
を
気
で
克
服
せ
ん
と
す
る
態
度
に
即
応
す
る

の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
彼
が
、
道
教
に
お
け
る
神
仙
長
寿
願
望
が
物
へ
の
執
着
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
は
あ
ま
り
に
一
面
的
で
あ
ろ
　
鰯

う
・
気
の
聚
散
概
念
昌
既
に
言
い
旧
さ
れ
て
い
る
如
《
・
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
の
・
あ
の
「
人
の
生
は
気
の
聚
壱
隻
嵩
ま
れ
覗

ぱ
則
ち
生
と
な
り
散
ず
れ
ば
則
ち
死
と
な
る
」
か
ら
連
綿
と
つ
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
「
万
物
散
じ
て
太
虚
と
な
ら
ざ
る
能
は
ず
。

こ
れ
に
循
ひ
て
出
入
す
。
…
…
則
ち
聖
人
道
を
そ
の
間
に
尽
く
し
兼
体
し
て
累
さ
れ
ざ
る
者
は
神
を
存
す
る
こ
と
そ
れ
至
れ
り
」
（
『
正

蒙
』
太
和
篇
第
－
）
と
、
有
無
聚
散
を
一
貫
す
る
極
致
と
し
て
「
存
神
」
と
い
う
、
道
教
の
内
気
循
環
用
語
（
毯
を
．
用
い
る
等
、
道
教
の
気
の

理
論
か
ら
啓
発
さ
れ
た
側
面
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。
　
（
存
神
は
体
内
の
神
々
を
瞑
想
し
、
小
宇
宙
た
る
身
体
を
体
感
す
る
語
で
あ
る
。
）

兎
に
角
、
彼
の
気
の
聚
散
論
に
徹
底
す
れ
ば
、
有
無
・
性
命
・
神
化
と
い
っ
た
も
の
は
分
割
で
き
ず
、
気
｝
元
論
の
如
く
見
え
る
が
、

「
太
虚
」
は
や
は
り
形
而
上
的
で
あ
り
、
「
万
物
」
は
形
而
下
的
で
あ
る
。
そ
し
て
徹
底
が
す
す
む
と
『
素
問
』
王
至
愚
に
「
大
気
は
造

化
の
気
、
太
虚
を
任
持
す
る
を
謂
ふ
者
な
り
」
と
見
え
る
が
如
く
、
気
は
形
而
上
下
を
統
べ
る
も
の
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
更

に
横
渠
は
、
「
気
は
陰
陽
屈
伸
相
ひ
感
ず
る
の
窮
り
無
き
も
の
あ
り
」
（
『
正
蒙
』
乾
称
篇
第
1
7
）
或
い
は
「
野
馬
魚
腹
の
如
き
に
あ
ら
ぎ
れ

ば
之
を
太
和
と
謂
ふ
に
足
ら
ず
」
（
同
．
大
和
篇
第
－
）
と
述
べ
、
「
鬼
神
は
二
気
の
良
能
な
り
。
…
…
凡
そ
天
地
の
法
象
は
皆
神
化
の
糟

粕
の
み
」
（
同
．
大
和
田
第
－
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
徐
必
が
注
し
て
「
二
気
は
陰
陽
な
り
。
伸
は
是
れ
神
、
屈
は
干
れ
鬼
、
朱
子
の



謂
ふ
陽
は
写
れ
神
、
陰
は
古
れ
陽
、
、
固
よ
り
是
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
横
渠
に
お
い
て
、
陰
陽
は
太
虚
か
ら
の

　
　
　

屈
伸
で
あ
っ
て
徹
底
し
た
対
立
概
念
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
か
つ
、
彼
は
「
此
れ
虚
実
動
静
の
機
、
陰
陽
剛
柔
の
始
に
し
て
浮
ん
で

上
る
者
は
陽
の
清
き
も
の
、
降
っ
て
下
る
者
は
陰
の
濁
れ
る
も
の
な
り
。
其
の
感
遇
聚
散
す
る
や
風
雨
と
な
り
雪
霜
と
な
る
」
（
同
・
大
和
篇

第
－
）
と
無
形
か
ら
有
形
の
推
移
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
其
の
陰
陽
両
端
循
環
し
て
止
ま
ざ
る
も
の
天
地
の
大
義
を
立
つ
」
（
同
上
）
と
述

べ
、
郡
雍
の
『
皇
極
経
世
書
』
や
王
泳
の
五
運
六
気
の
説
に
通
ず
る
循
環
理
論
を
う
ち
出
し
、
天
体
運
行
に
も
適
用
す
る
。
彼
は
、
「
地

は
純
陰
、
中
に
凝
聚
し
天
は
浮
陽
、
外
に
運
旋
す
。
此
れ
天
地
の
常
体
な
り
。
恒
星
は
動
か
ず
、
純
ら
天
に
繋
り
て
転
載
と
と
も
に
運
挿

し
て
窮
ら
ぎ
る
も
の
な
り
」
、
（
同
・
参
両
篇
第
2
）
と
言
い
、
地
球
を
と
り
ま
く
の
が
大
気
で
、
気
の
塊
を
地
と
し
、
「
日
月
五
星
は
天
に
逆

ひ
て
行
き
併
せ
て
地
を
包
む
も
の
な
り
。
地
は
気
中
に
あ
り
、
天
に
順
っ
て
左
に
旋
る
と
錐
も
、
其
の
繋
る
所
の
辰
象
こ
れ
に
随
ふ
こ
と
梢
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま

け
れ
ば
則
ち
反
っ
て
移
り
従
っ
て
下
す
る
の
み
。
間
緩
速
の
斉
し
か
ら
ざ
る
あ
る
は
七
政
（
日
月
五
星
）
の
性
、
殊
な
れ
ば
な
り
」
（
同
上
）

と
、
月
の
月
周
運
動
や
日
と
五
星
の
年
周
運
動
に
お
け
る
緩
速
を
日
月
五
星
の
気
陰
陽
の
相
異
に
よ
り
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ

れ
は
『
素
直
』
が
、
「
夫
れ
変
化
瑠
は
、
天
、
象
垂
れ
、
地
、
形
を
成
し
、
七
曜
、
虚
存
し
、
五
猛
に
撃
．
地
は
生
成
の
形
」
歴

類
を
載
せ
、
虚
は
応
天
の
精
気
を
列
ぶ
」
（
「
五
行
運
行
大
論
点
6
7
」
）
、
あ
る
い
は
「
上
（
天
V
は
右
呈
し
下
（
地
）
は
左
行
し
、
左
右
　
　
一

周
天
余
に
し
て
復
た
会
す
」
（
同
上
）
と
述
べ
る
の
に
通
ず
。
面
骨
は
、
日
周
運
動
に
関
し
て
も
「
凡
そ
円
転
の
物
、
動
く
に
は
必
ず
機
（
軸
）
・

あ
り
。
…
…
天
に
在
り
て
運
る
者
は
た
だ
七
曜
の
み
。
恒
星
の
昼
夜
を
な
す
所
以
の
者
は
た
だ
地
気
、
機
に
乗
じ
て
中
に
左
旋
す
る
を
以
て

の
故
に
恒
星
前
漢
を
し
て
北
に
よ
っ
て
南
す
る
を
な
さ
し
め
、
日
月
を
し
て
天
に
よ
っ
て
隠
見
せ
し
む
。
太
虚
無
体
な
れ
ば
則
ち
其
の
躍
動

を
外
に
験
す
る
こ
と
な
き
な
り
」
（
『
正
身
』
・
「
参
両
篇
第
2
」
）
と
、
気
論
を
天
体
運
行
に
当
て
は
め
る
。
一
年
の
寒
暑
の
変
化
に
つ
い

て
も
、
「
陽
、
日
に
上
り
、
地
、
日
に
降
っ
て
下
る
者
は
虚
な
り
。
陽
、
日
に
下
り
、
地
、
日
に
進
ん
で
上
る
者
は
盈
な
り
。
此
れ
一
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も
り
　
　
つ
ち
ぐ
も
り

寒
暑
の
候
な
り
」
（
同
上
）
と
し
、
「
和
し
て
散
れ
ば
則
ち
霜
雪
雨
露
と
な
り
、
和
せ
ず
し
て
散
れ
ば
則
ち
呑
気
、
瞳
、
鐘
と
な
る
。
陰
、

常
に
散
じ
て
緩
く
、
交
を
陽
に
尽
く
れ
ば
則
ち
風
雨
調
ひ
寒
暑
正
し
」
（
同
上
）
と
、
自
然
界
の
諸
現
象
を
気
の
交
わ
り
方
の
度
合
い
に
よ

り
規
定
し
て
ゆ
く
。
ま
た
天
道
の
恒
常
性
を
「
天
道
は
四
時
行
は
れ
、
百
物
生
ず
、
至
教
に
非
ぎ
る
は
起
し
」
．
（
同
・
「
天
道
篇
第
3
」
）

と
、
気
陰
陽
の
恒
常
性
と
説
く
。
彼
が
気
を
虚
無
空
と
捉
え
な
か
っ
た
の
は
、
王
泳
が
「
睡
れ
身
形
と
太
虚
と
は
釈
然
と
し
て
消
散
す
」

（
．

w
素
食
』
「
六
徴
旨
大
管
笛
6
8
」
・
注
）
ど
、
太
虚
を
あ
た
か
も
実
在
の
如
ぐ
説
い
た
（
2
7
）
の
と
同
じ
く
、
天
道
宇
宙
自
然
の
恒
常
性
の
確
認
に



よ
り
、
そ
の
実
在
を
確
信
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
教
の
幻
妄
説
の
排
撃
に
は
こ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
仏
教
の
心
性
論

に
対
抗
す
べ
き
気
の
存
在
論
ど
心
性
論
の
統
一
を
目
指
し
た
と
き
、
気
の
存
在
の
解
明
に
よ
ケ
性
を
考
え
る
た
め
に
、
天
地
の
性
、
気
質

の
性
と
い
う
性
と
い
う
性
の
分
析
が
生
ま
れ
て
く
る
。
気
は
「
其
の
理
た
る
や
順
に
し
で
妄
な
ら
ず
」
・
（
前
引
）
と
の
言
、
「
聚
ま
る
も
亦

吾
が
体
、
散
ず
る
も
亦
吾
が
体
、
死
す
る
も
亡
び
ぎ
る
を
知
る
者
は
与
に
性
を
語
る
べ
し
」
（
割
引
）
と
の
言
を
あ
わ
せ
見
る
に
、
彼
は
、

気
が
聚
散
す
る
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
「
理
」
「
性
」
を
持
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
ヶ
、
「
万
物
に
体
た
る
よ
り
し
て

之
を
性
と
謂
ふ
」
（
同
・
「
乾
準
率
第
1
7
」
）
と
、
性
は
万
物
の
本
体
と
し
て
説
か
れ
、
変
化
の
中
に
．
．
も
不
変
．
の
本
体
、
性
”
気
の
理
が
考

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
『
素
読
』
の
運
気
七
論
に
委
ね
得
る
範
囲
で
は
な
い
。
そ
こ
で
仏
教
生
成
論
の
方
面
か
ら
眺
め
て
み
た

い
。
横
雲
は
「
性
を
知
ケ
天
を
知
れ
ば
、
陰
陽
鬼
神
、
皆
吾
が
分
内
の
み
」
　
（
同
・
「
誠
明
暉
第
6
」
）
と
、
天
道
を
宇
宙
論
の
問
題
、
性

は
人
性
論
の
問
題
と
し
て
焼
き
な
お
し
、
「
性
と
知
覚
と
合
し
て
心
の
名
あ
り
」
．
（
同
・
「
大
和
篇
第
1
1
」
）
と
性
に
知
覚
の
．
意
味
あ
い
を

も
た
せ
、
「
湛
一
な
る
は
気
の
本
、
攻
取
す
る
は
気
の
欲
、
口
復
．
の
飲
食
に
於
け
る
、
鼻
梁
の
臭
味
に
於
け
る
、
・
皆
攻
取
の
性
を
り
」
（
同

・
「
誠
明
三
三
6
」
）
と
、
気
に
形
而
上
的
湛
一
だ
け
で
な
く
形
而
下
的
な
形
質
肉
体
、
欲
望
と
い
っ
た
意
味
を
含
ま
せ
る
。

・
こ
う
し
た
分
離
は
、
も
と
も
と
仏
教
サ
イ
ド
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

色
評
冨』

　
受
く
巴
僧
器

　
想
ω
僧
嵩
薗

　
行
ω
§
諄
叫
冨

　
識
く
箇
即
記

　
　
〆
」

　
　
（
狭
義
）

（
感
覚
）

（
表
象
）

（
意
）

（
観
念
）

物
質
的
存
在
（
地
．
・
水
・
火
・
風
）

7
幽

τ
鮮

　
『
大
鷺
婆
沙
論
』
巻
2
7
（
2
8
）
に
は
、
地
水
火
風
の
四
大
の
相
と
業
に
つ
い
て
「
堅
は
点
れ
地
の
業
な
り
。
湿
は
是
れ
水
の
相
、
摂
は
是
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

水
の
業
な
り
。
媛
は
是
れ
火
の
相
、
熟
は
認
れ
火
の
業
な
り
。
動
は
渇
れ
風
の
相
、
長
は
是
れ
風
の
業
な
り
」
と
、
，
四
大
の
堅
湿
電
動
た

る
性
質
と
、
堅
持
、
摂
取
、
成
熟
㍉
増
長
な
る
活
動
能
力
を
あ
げ
て
い
る
。
か
つ
、
そ
れ
を
、
物
質
存
在
ひ
い
て
は
人
体
を
構
成
す
る
四

「2
4
｝



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
素
と
捉
え
、
「
四
大
種
立
ち
て
色
慈
と
為
す
」
と
、
物
質
存
在
を
底
意
に
帰
す
。
し
た
が
っ
て
肉
体
的
故
障
に
限
っ
て
み
れ
ば
「
病
は

但
だ
四
大
に
覧
る
の
み
」
（
『
維
五
経
』
（
恩
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
四
大
は
『
素
問
』
で
島
陰
三
陽
に
配
当
さ
れ
た
六
気
の
代
替
概
念
と
も
と

れ
、
色
薙
は
「
変
飽
す
る
が
故
に
各
づ
け
て
色
と
為
す
」
（
『
倶
舎
論
』
巻
－
（
3
0
）
）
と
の
如
く
、
気
の
消
長
に
通
ず
る
概
念
で
あ
る
。
精
神

作
用
の
方
面
と
し
て
は
、
残
る
受
・
想
・
行
・
識
（
狭
義
）
が
あ
て
ら
れ
、
「
受
は
領
納
す
、
触
に
随
ふ
。
想
は
錘
子
を
体
と
な
す
、
四

の
余
を
行
蔑
と
名
づ
く
。
…
識
は
謂
は
く
各
々
了
嘉
す
、
此
れ
即
ち
意
処
と
及
び
七
界
と
名
づ
く
。
…
各
々
彼
彼
の
境
界
を
了
着
し
総
じ

て
境
の
相
を
取
る
が
故
に
識
纏
と
名
づ
く
」
（
同
上
（
3
1
）
）
と
、
意
識
（
六
識
）
、
末
那
識
（
七
識
）
か
ら
阿
頼
耶
識
（
八
識
）
に
展
開
し
て

ゆ
く
。
少
な
く
と
も
仏
者
が
知
覚
認
識
と
気
質
肉
体
を
別
立
て
す
る
態
度
に
、
横
渠
は
啓
発
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
呂
大
臨
の

『
横
渠
行
状
』
（
芭
に
よ
る
と
、
彼
は
仏
老
の
書
を
少
な
く
と
も
三
十
七
・
八
歳
ま
で
の
十
五
・
六
年
間
渉
猟
し
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
明

道
と
禅
刹
興
国
寺
に
会
し
た
り
（
愚
、
濠
漢
と
盧
山
東
林
禅
寺
に
て
東
林
常
総
と
相
見
し
た
り
し
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
”
『
首
樗
厳

経
』
を
始
め
と
し
て
縁
起
論
を
説
く
唯
識
法
相
系
の
典
籍
に
も
触
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
六
趣
壇
経
』
に
「
万
法
は

自
性
よ
り
生
ず
」
（
「
繊
畠
田
6
」
）
或
い
は
「
自
性
能
ぐ
万
法
を
含
み
、
含
蔵
識
と
名
づ
く
」
“
（
「
付
囑
第
1
0
」
）
（
3
5
）
と
述
べ
ら
れ
る
自
性

（
含
意
識
）
や
阿
頼
耶
識
（
後
出
）
は
、
横
指
の
気
に
相
当
し
、
『
首
三
春
経
』
に
「
諸
相
の
雑
和
し
て
「
体
と
成
る
者
を
和
合
性
と
名

太
虚
・
∴
器
U
1
1
擁
秘
∵

づ
け
、
和
合
に
非
ざ
る
者
は
本
然
の
性
と
構
す
る
が
如
し
竃
」
と
説
か
れ
る
本
然
性
と
和
合
性
、
あ
る
い
は
『
大
乗
起
信
論
』
の
一
心
三

門
に
お
け
る
心
真
如
門
と
心
生
滅
門
は
、
横
渠
の
天
地
の
性
、
気
質
の
性
に
相
当
し
よ
う
。
彼
の
宇
宙
論
、
自
然
哲
学
に
お
い
て
は
、
理

・
性
は
気
の
條
理
と
本
体
と
な
り
、
気
・
性
の
二
元
的
矛
盾
対
立
は
起
こ
り
得
な
い
が
、
人
性
論
に
立
ち
入
る
と
、
気
と
性
は
気
質
肉
体

的
面
と
理
性
精
神
的
面
と
し
て
相
容
れ
ざ
る
も
の
と
な
る
。
「
形
あ
り
て
後
、
気
質
の
性
あ
り
。
善
く
反
る
と
き
は
則
ち
天
地
の
性
存
す
。

故
に
気
質
の
性
は
君
子
は
、
性
と
せ
ざ
る
者
あ
り
」
（
「
三
明
篇
第
6
」
）
と
、
一
元
論
に
見
え
た
彼
の
気
論
は
二
元
論
の
色
彩
を
濃
く
し

て
く
る
。
勿
論
、
二
子
が
「
性
を
論
じ
て
気
を
論
ぜ
ぎ
れ
ば
備
ら
ず
、
気
を
論
じ
て
性
を
論
ぜ
ぎ
れ
ば
備
ら
ず
」
（
『
二
程
罫
書
』
第
6
）

と
述
べ
る
明
確
さ
は
欠
く
に
せ
よ
、
「
天
地
の
塞
は
吾
が
其
の
髄
、
天
地
の
師
は
吾
が
其
の
性
な
り
」
（
『
西
銘
』
）
と
の
如
く
、
宇
宙
論

一2
5
」



が
人
倫
理
に
投
影
さ
れ
る
と
き
、
『
丁
零
』
の
士
気
に
見
え
る
、

代
替
観
念
と
の
色
濃
い
反
映
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ヘ
　
　
へ

実
在
す
る
根
源
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
仏
教
生
成
論
に
見
え
る
、

気
の

四
　
「
太
極
図
」
に
お
け
る
五
位
、

　
気
の
根
源
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
際
、
決
し
て
看
過
出
来
ぬ
も
の
が
周
氏
の
「
太
極
図
」
で
あ
ろ
う
。
『
東
都
事
略
』
隠
逸
伝
（
巻

1
8
）
に
記
載
さ
れ
る
「
言
誤
先
天
八
卦
図
」
は
、
道
士
、
陳
搏
の
創
案
と
さ
れ
、
『
宋
元
締
案
』
（
巻
9
）
に
よ
れ
ば
神
放
・
講
修
・
季

1
三
才
を
経
て
郡
雍
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
周
濠
漢
の
「
太
極
図
」
も
陳
搏
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
朱
三
尊
『
経
義
考
』
）
、

永
く
絶
え
て
い
た
易
学
が
陳
搏
か
ら
濠
漢
・
郡
雍
、
そ
し
て
程
願
に
至
る
流
れ
の
申
で
再
興
さ
れ
た
（
『
宋
元
勘
案
』
補
遺
巻
9
）
と
い
う
。
こ
の

二
図
に
つ
い
て
は
内
野
熊
一
郎
氏
の
鏡
背
八
卦
方
位
図
よ
り
述
べ
る
詳
し
い
論
が
あ
る
。
今
は
概
ね
そ
の
説
に
従
い
、
「
先
天
図
」
は
従

来
の
悪
鳥
認
識
の
八
卦
方
位
図
を
郡
氏
独
自
が
改
変
、
「
太
極
図
」
は
こ
れ
と
唐
透
光
鏡
鐙
図
系
統
の
図
形
及
び
宗
密
阿
頼
耶
識
鮮
碧
を

参
酌
し
作
成
さ
れ
た
と
し
た
い
。
「
太
極
図
」
に
つ
い
て
は
先
人
の
様
々
な
論
究
が
あ
り
特
に
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
も
な
い
の
で
あ
る

が
竈
、
更
め
て
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
の
は
、
道
教
と
り
わ
け
医
書
系
列
の
生
成
論
が
阿
頼
耶
識
の
概
念
と
と
も
に
鼠
青
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
性
理
大
全
本
に
載
す
る
と
こ
ろ
の
太
極
図
に
依
拠
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と

に
す
る
。
ま
ず
、
「
太
極
図
」
と
太
極
の
生
成
を
説
く
『
易
』
繋
辞
上
第
1
1
章
を
一
応
引
く
。

　
旧
故
易
有
太
極
、
是
生
両
三
、
両
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
、
八
卦
定
吉
凶
、
吉
凶
生
大
業
。

　
図
の
五
位
は
『
図
説
』
に
よ
り
、
第
一
位
は
陰
陽
動
静
、
第
二
位
は
陰
静
動
陽
、
第
三
位
は
五
行
、
第
四
位
は
坤
道
成
女
、
乾
道
成
男
、

第
五
位
は
万
物
化
成
と
称
せ
ら
れ
る
。
今
井
氏
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鄭
玄
）
、
太
「
一
（
黙
思
）
、
太
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
静
．

○

．
水

’

土

金木

『
易
』
で
は
、
太
極
は
淳
和
未
分
の
気

　
　
坤
道
成
女

○
○
縦

　
　
現
道
成
男

図
極太
子
．
周

陽
動

「2
6
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（
正
義
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
両
儀
（
虞
翻
は
天
地
・
乾
坤
、
下
魚
は
天
地
）
を
生
じ
、
四
象
（
鄭
玄
は
水
火
木
器
、
下
記
は
四
時
、
周
易

正
義
は
五
行
と
す
る
（
包
）
か
ら
八
卦
で
自
然
現
象
を
演
繹
し
て
ゆ
く
。
こ
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
『
図
説
』
が
四
等
分
五
行
に
配
当
す
る
際
、

中
央
土
を
下
の
太
極
に
繋
が
な
い
こ
と
は
説
明
が
つ
く
と
し
て
、
問
題
な
の
は
、
八
卦
の
部
分
で
あ
る
は
ず
の
第
四
位
が
士
道
子
女
・
乾

道
成
男
で
す
ま
ざ
れ
、
八
卦
を
オ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
点
で
あ
る
。
ま
た
図
の
第
四
位
が
万
物
を
象
徴
す
る
と

し
て
、
三
業
は
既
に
八
卦
（
六
十
四
卦
）
で
万
物
を
尽
く
し
、
太
極
・
，
陰
陽
・
五
行
・
八
卦
の
四
位
と
捉
え
る
の
に
、
濠
漢
は
あ
え
て
五

位
に
万
物
を
加
え
て
い
る
点
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
に
か
図
説
を
導
く
も
う
ひ
と
つ
の
契
機
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
思
う
に
、

八
卦
を
重
視
し
な
い
生
成
論
の
系
列
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
濾
漢
も
ま
た
馬
鶴
林
流
蝋
、
黄
識
語
南
佛
印
了
元
、
聖
堂
租

心
（
4
3
）
、
東
林
常
総
璽
と
い
っ
．
た
禅
僧
と
交
渉
し
、
参
禅
の
経
験
も
持
つ
人
で
あ
る
が
、
彼
が
、
無
極
而
太
極
の
貿
易
的
調
和
を
な
し
た
の

は
、
宗
密
の
『
原
人
論
』
に
よ
り
『
大
乗
起
信
愛
』
の
思
想
に
触
れ
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
色
。
宗
密
『
原
人
論
』
に
は
「
元
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

生
天
地
。
天
地
生
謡
物
（
色
」
と
生
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
元
気
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
即
功
始
自
太
易
五
重
運
転
、
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
極
、
太
極
生
両
儀
」
と
あ
る
五
重
運
転
は
、
師
の
澄
観
の
『
華
厳
経
演
義
妙
』
が
『
出
子
』
の
四
大
（
太
易
・
太
初
・
太
始
・
子
忌
）

説
に
太
極
を
加
え
、
「
準
易
鉤
命
三
品
有
五
運
。
前
芸
同
列
子
。
第
五
各
太
極
」
曾
）
と
、
『
鈎
命
訣
』
に
見
え
る
五
運
説
を
徴
引
し
た
言

説
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
列
子
の
四
大
説
に
あ
る
生
成
論
は
、
次
の
「
太
易
者
未
見
氣
也
。
太
初
者

気
骨
始
也
。
太
始
者
形
之
始
也
。
太
王
者
質
之
二
面
。
気
形
質
精
細
未
相
見
故
日
渾
論
」
　
（
『
遺
子
』
天
北
篇
）
の
如
き
言
に
典
型
的
に
見

出
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
『
出
営
乾
志
度
』
に
あ
る
も
の
で
、
そ
こ
で
は
、
四
大
は
気
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
別
の
系
譜
を
辿
っ

て
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
見
逃
せ
な
い
。

〈
易
緯
乾
墾
度
の
陰
陽
論
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
極
原
　
之
　
気
　
理
太
具
　
（

↓

易
太

沌疫礪離

陽
　
↓
一
…
…
（
三
）
…
↓
七
…
…
…
…
…
↓
九
l
I
↓
、
（
乾
）
↓
天

（
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太
初
（
気
之
始
Y
L
l
↓
太
始
（
気
形
之
始
∀
↓
太
素
（
形
変
有
質
）

働
（

↓
二
…
…
（
四
）
…
↓
六
…
…
…
…
…
↓
八
i
↓
（
坤
）
↓
地

象
　
三

四
↓
八



　
更
に
気
に
重
き
を
置
い
た
生
成
展
開
を
な
し
て
い
る
も
の
と
し
て
『
素
問
』
の
陰
陽
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
素
問
』
で
は
、
『
周
易
』

二
元
論
と
『
虚
蝉
』
四
大
説
に
基
づ
き
、
．
陰
陽
二
元
に
よ
る
万
物
（
人
体
）
構
成
を
説
く
が
、
太
素
の
段
階
を
経
て
始
め
て
気
が
陰
陽

（
こ
こ
で
は
水
火
）
に
分
か
れ
、
・
熱
と
寒
と
な
る
の
で
あ
り
、
，
八
卦
の
交
嫡
を
説
く
こ
と
は
な
い
。
経
験
臨
床
を
重
視
す
る
医
書
の
バ
イ

ブ
ル
『
傷
寒
論
』
（
後
漢
・
張
仲
景
）
（
包
も
、
組
織
・
病
理
論
に
は
や
は
り
『
黄
帝
内
経
素
問
』
系
陰
陽
二
元
の
離
合
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

系
列
で
は
五
蔵
六
府
を
太
素
た
る
無
形
物
質
の
気
が
生
成
変
化
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
作
用
を
神
・
魂
・
暁
で
説
明
す
る
が
如
く
、
決
し

〈
黄
帝
内
経
素
問
の
陰
陽
論
〉

亭
太
や
寧
太
素
－
気
∴
×
翻
二
」
．
（
万
繍
）
架

く
傷
寒
雑
三
論
の
陰
陽
論
V

　
　@
　@
　@
　@
　@
　
@
陽

A
熱
藤
…
難
壁
出
血
室
）

人
体

上
x

客
気
気
逆

で
八
卦
で
自
然
現
象
を
統
べ
よ
う
と
せ
ず
、

宙
（
人
体
）
の
生
成
原
因
で
あ
る
。

あ
げ
た
所
以
は
こ
の
辺
り
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

五
運
の
生
成
論
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

水
陰
寒
藤
購
）
纏
虚
勢
）

　
　
　
　
　
　
あ
く
ま
で
気
（
風
ゼ
：
『
遊
軍
』
二
言
篇
に
よ
る
）
と
水
（
一
陽
二
言
）
と
火
（
二
陽
一
陰
）
が
宇

　
　
　
「
太
極
図
」
が
道
士
所
傳
の
も
の
と
し
て
、
図
の
第
四
位
に
八
卦
よ
り
も
む
し
ろ
陰
陽
二
食
を
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
荒
石
』
系
列
に
お
い
て
も
、
陰
陽
二
気
を
統
べ
る
｝
気
の
万
物
構
成
が
中
枢
と

こ
の
気
の
発
展
経
緯
に
似
た
も
の
と
し
で
、
六
朝
階
唐
期
の
道
教
内
に
お
い
て
新
し
く
台
頭
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
淵
源
た
る
や
『
准
南
子
』
天
文
訓
に
見
え
る
「
道
↓
虚
霧
↓
宇
宙
↓
気
．

｝2
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↓
天
地
↓
万
物
」
（
4
9
）
と
い
う
首
開
、
或
い
は
『
老
子
』
4
2
章
の
「
道
生
一
。
　
一
生
三
。
三
生
万
物
。
万
物
負
陰
而
卓
論
。
、
沖
気
楽
為
重
」

等
の
言
で
あ
ろ
う
が
、
直
接
に
は
、
前
出
の
緯
書
系
統
に
見
え
る
五
運
、
即
ち
太
極
の
五
気
の
漸
変
に
よ
る
生
成
論
か
ら
来
る
と
し
た
い
。

五
運
の
生
成
論
は
、
晋
の
近
心
説
の
『
帝
王
世
紀
』
に
そ
の
ま
ま
見
え
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
表
山
派
道
教
の
陶
，

弘
景
が
、
『
真
諾
』
（
頸
命
授
第
－
）
璽
に
「
道
は
混
然
と
し
て
薄
れ
元
宮
…
を
生
ず
。
元
兄
…
成
り
て
然
る
後
に
太
極
あ
り
。
太
極
は
則
ち
天

地
の
父
母
に
し
て
道
の
奥
な
り
」
と
述
べ
、
古
典
的
な
道
－
元
気
論
に
「
太
極
」
を
加
え
て
い
る
の
は
五
運
を
結
合
さ
せ
た
も
の
と
想
豫

さ
れ
る
a
）
。
唐
代
に
は
、
五
運
は
種
々
の
道
教
文
献
に
見
え
、
『
道
教
義
福
』
に
は
「
無
道
禮
本
玄
號
日
太
易
。
元
気
始
萌
號
日
太
初
一

日
太
虚
、
…
…
其
形
未
有
志
…
形
之
端
、
號
日
太
始
一
日
太
無
…
…
墨
形
未
有
形
攣
白
質
、
號
白
太
素
一
三
太
空
…
…
其
形
国
有
形
質
童
画

號
日
太
極
…
…
」
（
5
2
）
と
あ
り
、
『
元
気
論
』
に
は
「
気
皆
無
形
象
、
窃
窃
冥
冥
是
為
太
易
。
元
贈
遺
形
漸
謂
太
初
、
元
氣
留
萌
次
謂
太
始
、

形
氣
始
端
又
謂
太
素
、
形
氣
有
質
復
謂
太
極
」
（
5
3
）
と
あ
る
が
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
、
こ
の
五
運
と
蚊
存
し
た
も
の
と
し
て
、

六
朝
後
半
期
か
ら
流
行
し
た
別
種
の
生
成
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
麦
谷
邦
夫
氏
が
神
学
的
立
場
か
ら
詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
邑
。
以
上
の
五
運
の
概
念
が
「
太
極
図
」
の
五
位
に
相
当
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
演
漢
と
同
世
代
で
あ
る

郡
雍
が
好
ん
で
引
く
「
夫
有
因
無
主
生
焉
。
形
須
神
而
立
焉
。
有
者
無
量
宮
也
。
形
者
神
之
二
塁
。
…
…
労
則
神
山
。
気
端
則
命
終
」

（
『
抱
端
子
』
至
理
論
）
を
鑑
み
て
も
、
「
太
極
図
」
に
お
い
て
何
ら
変
化
の
見
ら
れ
な
い
第
四
位
・
第
五
位
は
そ
れ
ぞ
れ
第
四
位
が
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

位
の
気
化
を
、
第
五
位
が
そ
の
形
化
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
捉
え
な
お
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
五
位
に
つ
い
て
は
、
「
曹
山
五
位
図
」
（
5
5
）

の
影
響
も
言
わ
れ
る
（
色
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
置
く
。
た
だ
、
「
太
極
図
」
の
原
型
と
さ
れ
る
宗
密
の
可
阿
頼
耶
識
図
」
（
5
7
）

に
つ
い
て
は
、
阿
頼
耶
識
そ
の
も
の
に
横
渠
の
太
虚
ほ
ど
の
実
際
的
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
内
在
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

以
下
、
そ
の
考
察
を
す
す
め
た
い
。

　
こ
の
図
は
「
大
乗
起
信
論
」
に
説
く
も
の
を
宗
密
が
図
象
化
し
、
大
乗
の
法
体
（
衆
生
心
）
を
○
で
示
し
、
頁
（
浄
法
）
◎
と
妄

（
書
法
）
●
が
和
合
し
て
非
一
郭
異
な
る
と
こ
ろ
を
阿
頼
耶
と
い
い
、
覚
◎
と
不
覚
O
が
合
し
て
◎
芝
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ゆ
「
起
筆
論
」

の
｝
心
二
門
の
う
ち
、
一
心
（
真
如
・
如
来
蔵
）
は
心
の
本
体
で
あ
り
、
宇
宙
万
有
に
遍
通
す
る
常
恒
不
易
の
絶
対
的
実
在
で
あ
る
。
、
こ

こ
に
生
滅
変
化
す
る
万
有
の
本
体
と
し
て
の
心
真
如
門
（
童
言
真
如
と
童
言
真
如
を
含
む
）
と
一
心
真
如
が
、
起
動
し
て
生
滅
現
象
と
な

る
心
生
滅
門
を
規
定
す
る
。
、
濾
漢
の
無
極
は
超
時
空
的
真
如
の
実
体
と
し
て
心
真
如
門
に
う
太
極
は
造
化
の
根
源
ど
し
て
、
真
如
が
無
明

一2
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煩
悩
の
縁
に
随
っ
て
差
別
的
現
象
を
起
す
心
生
滅
門
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
竃
。
つ
衷
り
生
滅
変
異
な
き
如
来
蔵
は
無
極
に
当
り
、

生
滅
心
た
る
阿
頼
耶
識
は
太
極
に
当
る
。
だ
が
、
如
来
蔵
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
阿
頼
耶
識
は
、
所
詮
一
切
は
皆
無
自
性
の
空
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
妄
情
に
よ
り
仮
に
実
有
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
縁
起
法
に
よ
る
根
本
識
で
、
結
局
万
法
は
唯
識
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
せ
ん
と
す
る
た
め
に
説
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
説
明
に
力
を
、
注
ぐ
あ
ま
り
、
阿
頼
耶
識
が
実
体
視
さ
れ
、
一
切
が
阿
頼

耶
識
よ
り
生
じ
て
、
事
実
上
我
の
基
体
、
鮎
並
識
の
執
着
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
阿
頼
耶
識
が
輪
廻
の
主
体
と
目
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
庵
、
そ
れ
が
形
而
上
学
的
深
層
心
理
の
様
相
を
帯
び
、
張
載
の
太
虚
の
如
き
生
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積
の
実
在
感
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
受
け
て
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
「
太
極
図
」
に
お
い
て
は
太
極
の
気
は
五
位
を
一
貫
し
て
流
動

す
る
力
を
持
た
ず
、
循
環
も
し
な
い
。
こ
の
巨
大
な
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
採
用
し
た
の
は
や
は
り
郡
雍
・
張
載
の
功
績
で
あ
り
、
と
り
も

な
お
さ
ず
医
書
・
道
教
系
の
気
の
循
環
理
論
の
色
濃
い
反
映
が
こ
こ
で
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
二
程
の
運
気
へ
の
関
心

結
び
に
か
え
て
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二
程
も
ま
元
医
学
理
論
や
歯
群
惚
気
に
対
し
て
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
「
神
住
す
れ
ば
則
ち
氣
住
す
と
言
ふ
が
若
き
は

則
ち
是
れ
浮
屠
入
定
の
法
な
り
」
（
『
二
程
全
書
』
巻
3
）
と
、
斬
る
反
面
、
「
胎
息
之
説
、
こ
れ
疾
を
愈
す
と
謂
ふ
は
則
ち
可
な
り
」

（
同
上
）
と
、
意
外
に
も
そ
の
効
能
を
尊
重
し
た
り
も
す
る
。
こ
れ
ら
の
言
は
、
周
、
郡
・
張
に
お
け
る
ほ
ど
二
塁
の
思
想
形
成
に
寄
与
し

た
と
は
思
え
な
い
が
、
そ
の
関
心
は
深
い
。
語
録
か
ら
、
も
う
少
し
例
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
「
医
書
に
手
足
屡
罰
す
る
を
言
ひ
て
不
仁
と

為
す
。
此
の
言
最
も
善
く
名
伏
す
。
仁
は
天
地
万
物
を
以
て
一
区
画
為
し
、
己
に
非
ざ
る
こ
と
な
き
な
り
。
…
…
若
し
ご
れ
己
に
有
ら
ざ

れ
ば
自
ら
己
と
相
ひ
干
ら
ず
。
手
足
不
仁
す
る
が
如
き
は
己
に
貫
か
ず
し
て
皆
己
に
属
さ
ず
」
（
同
・
巻
2
）
に
見
え
る
不
仁
は
、
『
自
問
』

「
屡
論
評
第
4
2
」
（
包
に
見
え
る
言
葉
で
、
肉
体
末
端
に
お
け
る
気
の
閉
塞
を
指
し
、
二
尊
も
ま
た
肉
体
を
貫
く
気
に
注
目
し
て
い
だ
こ
と

が
窺
え
る
。
ま
た
蓋
果
・
導
引
に
つ
い
て
は
、
「
産
霊
を
舞
ひ
て
以
て
そ
の
気
血
を
養
ふ
」
（
同
．
巻
1
6
）
と
の
言
が
見
え
、
「
（
導
氣
は
）

夏
些
し
て
冬
は
害
し
飢
食
し
て
呉
々
し
、
嗜
欲
を
節
し
て
心
気
を
定
む
。
斯
の
如
き
の
み
」
（
同
．
巻
5
）
と
、
心
を
存
養
す
る
便
法
と
捉

え
て
い
る
。
「
そ
も
そ
も
象
数
（
郡
雍
）
を
言
ふ
は
人
吉
の
氣
な
り
」
（
同
・
巻
7
）
と
、
五
運
六
気
と
郡
雍
の
思
想
を
関
連
づ
け
る
言
も



見
え
、
「
一
歳
の
中
、
四
時
の
気
己
に
盛
衰
あ
り
、
｝
時
の
申
、
又
盛
衰
あ
躯
。
…
…
天
地
の
広
、
そ
の
氣
、
斉
し
か
ら
ず
」
（
同
・
巻

3
）
或
い
は
「
（
五
徳
の
運
、
却
っ
て
這
の
道
理
あ
り
。
）
一
日
こ
れ
を
言
え
ば
便
ぢ
自
ら
一
日
の
陰
陽
あ
り
。
…
…
二
紀
こ
れ
を
言
え

ば
穿
ち
自
ら
一
紀
の
陰
陽
あ
り
て
気
運
、
息
ま
ず
」
或
い
は
、
「
有
無
、
動
静
と
同
じ
。
冬
至
の
前
、
天
地
閉
る
が
如
き
は
静
と
謂
ふ
べ

し
。
し
か
も
日
月
星
辰
、
亦
、
自
ら
運
行
す
。
こ
れ
を
動
な
し
と
謂
ひ
て
直
な
ら
ん
か
」
（
同
・
巻
1
2
）
或
い
は
、
「
冬
寒
夏
暑
は
陰
陽
な

り
。
運
動
変
化
す
る
所
以
は
神
な
ケ
」
（
同
・
巻
1
2
）
、
　
「
天
に
意
気
あ
り
。
故
に
凡
て
の
生
物
㍉
五
性
を
有
す
こ
と
具
は
ら
ざ
る
な
し
」

（
同
・
巻
1
6
）
と
い
っ
た
一
連
の
発
言
は
、
五
運
六
気
の
循
環
理
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
医

書
に
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
か
な
り
確
実
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
な
っ
た
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
置
か
れ

て
い
た
時
代
的
状
況
、
す
な
わ
ち
、
儒
教
以
外
の
様
々
な
思
想
の
高
ま
り
、
及
び
そ
の
実
生
活
へ
の
深
い
浸
透
と
は
い
え
ま
い
か
。
北
宋

五
心
が
端
緒
と
な
っ
た
宋
学
の
展
開
は
、
儒
教
の
法
制
組
織
と
習
俗
の
整
理
と
い
う
役
割
か
ら
自
覚
的
修
己
治
人
を
目
指
す
人
倫
教
の
方

向
に
向
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
、
宋
学
の
展
開
し
た
高
儀
な
論
理
ば
か
り
を
対
象
ど
し
、
こ
の
方
面
へ
の
言
及
に
関
し

て
は
い
さ
さ
か
手
薄
で
あ
る
。
彼
ら
が
気
だ
の
申
だ
の
未
発
已
発
だ
の
を
持
ち
だ
し
た
当
時
、
止
観
や
磁
気
導
引
の
実
践
は
、
今
日
の
大

陸
で
の
気
功
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
所
謂
流
行
り
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
た
と
え
儒
学
の
徒
で
あ
れ
、
そ
れ
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
た
、
気
を
巡
ら
す
具
体
的
な
行
為
自
体
が
修
養
法
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ゃ
す
か
っ
た
点
も
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

気
功
実
践
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
星
野
稔
氏
に
よ
る
と
、
禅
で
あ
れ
導
引
行
頭
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
一
連
の
も
の
は
瞑
想
に
よ
る
修
養
で
、
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

功
に
つ
い
て
言
え
ば
、
気
は
暖
か
さ
と
し
て
ゆ
っ
く
り
全
身
を
巡
り
、
極
致
に
は
ふ
っ
と
か
ら
だ
が
浮
く
よ
う
な
心
境
と
し
て
体
感
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
．
（
白
日
昇
天
の
境
地
か
1
氏
談
）
、
ま
た
氏
は
、
あ
る
種
の
療
法
と
し
て
の
効
力
の
ほ
ど
も
強
調
ざ
れ
る
。
．
一
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

人
が
自
己
を
ま
さ
し
く
小
宇
宙
と
し
て
、
宇
宙
の
悠
然
と
し
た
息
づ
か
い
の
上
に
た
ゆ
た
う
絶
妙
の
域
に
身
を
ゆ
だ
ね
売
と
き
、
切
実
に

彼
ら
自
身
の
あ
り
か
た
が
真
摯
に
自
問
さ
れ
、
裏
づ
け
と
し
て
の
行
気
の
理
論
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
儒
教
サ
イ
ド
の
体
系
化
の
必
要
性

が
大
い
に
痛
感
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
今
回
は
北
畑
の
儒
者
、
特
に
郡
雍
、
張
載
・
周
惇
願
の
思
想
に
、
彼
ら
が
少
な
か
ら
ず
留
意
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
『
魚
商
』
の
運
気
学
説
を
中
心
と
し
た
断
片
を
尋
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ほ
ん
の
手
掛
り
を
求
め
る
に
と
ど
め
た
。
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〔
注
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑
）

笂
煢
h
夫
「
『
鍾
呂
伝
道
集
』
と
内
丹
思
想
」
　
（
中
国
思
想
史
研
究
7
京
大
9
8
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
ア
ン
リ
・
マ
ス
ペ
ロ
『
道
教
の
養
性
術
』
（
せ
り
か
書
房
9
8
年
6
2
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
2
）

r
木
正
胤
『
漢
方
問
答
』
（
柏
樹
社
9
8
年
9
9
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
内
蔵
器
官
を
自
蔵
に
集
約
す
る
思
想
や
五
輪
八
廓
説
等
、
仏
教
医
学
と
の
融
合
は
王
煮
『
和
倉
秘
要
法
』
、
智
頻
『
無
量
止
観
』
に
も
散
見
さ

　
れ
る
。

⑤
）

炎
冾
ﾌ
誕
つ
い
て
は
、
坂
出
祥
伸
舐
の
二
本
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
．
「
導
裂
」
（
「
池
果
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
渤

　
年
所
収
）
「
長
生
術
」
（
『
道
教
』
1
平
河
9
8
年
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

？
）

C
功
の
紹
介
に
関
し
て
は
星
野
稔
、
津
村
喬
両
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
　
（
共
著
『
気
功
法
』
（
柏
樹
社
9
8
年
）
尚
、
近
年
の
ブ
ー
ム
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
大
陸
か
ら
多
く
の
入
門
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
黄
俊
明
『
道
功
静
坐
法
』
（
芸
美
図
書
9
8
年
）
が
欧
米
の
気
功
療
法
に
対
す
る
科
学
的
究
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
を
掲
載
し
て
面
白
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
）

_
塚
淑
子
「
司
馬
承
禎
『
坐
耳
疾
』
に
つ
い
て
一
事
代
道
教
に
お
け
る
修
養
論
i
」
（
東
洋
文
化
6
2
9
8
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ユ

（
↓

ﾀ
藤
俊
雄
「
治
病
法
と
し
て
の
天
台
止
観
－
智
顎
の
医
学
思
想
序
説
i
」
　
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
2
3
9
7
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
天
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
に
お
け
る
療
法
は
止
法
・
気
法
・
息
子
・
仮
想
法
・
観
心
・
法
術
の
六
種
で
、
道
教
の
調
息
・
存
思
・
存
神
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
．

（
・
）
『
当
否
経
』
の
経
典
と
し
て
の
特
色
は
や
や
古
い
が
望
月
信
寓
仏
教
饗
成
立
史
論
』
（
法
蔵
舷
亀
皇
が
当
を
得
怠
る
・

（
8
）
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
加
納
喜
光
氏
に
よ
る
も
の
が
最
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
　
「
医
書
に
見
え
る
気
心
－
中
国
伝
統
医
学
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
．
髟
a
気
緯
i
」
　
（
『
気
の
思
想
』
東
大
出
版
会
9
7
年
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
4

（
9
）

k
京
中
医
学
院
主
編
『
中
国
医
学
史
講
義
』
（
三
原
9
7
年
9
0
頁
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
7

（
0
1
）
ジ
．
ゼ
ブ
．
〒
ダ
ム
『
東
と
西
の
学
者
と
工
匠
』
（
河
出
斯
業
響
及
び
謝
頁
～
）
参
照
。

（
1
1
）@
『
宋
史
』
巻
6
4
職
官
志
4
、
太
常
寺
「
太
馨
局
有
毒
。
有
九
科
醤
生
。
額
三
百
人
。
歳
終
則
曾
其
全
失
義
定
其
賞
罰
」

　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
2
）

w
宋
史
』
巻
第
1
5
選
挙
志
3
．
韻
学
「
凡
方
脈
以
野
壷
難
経
脈
経
膣
大
経
、
以
巣
氏
病
源
、
龍
樹
論
、
千
金
翼
方
為
西
経
、
鍼
学
科
則
去
脈
経

　
而
増
三
部
鍼
灸
経
…
…
其
考
試
第
一
豊
島
三
経
大
義
五
道
、
次
場
方
脈
門
脈
謹
、
運
気
大
義
各
二
道
、
鍼
露
華
小
経
大
義
三
道
、
運
気
大
義
二
道

｝3
2
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三
場
假
令
治
三
法
三
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
邑
質
得
道
『
中
国
医
学
史
略
』
（
山
西
人
民
饗
姻
頁
）
に
同
じ
見
解
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4
）

ｷ
濱
善
夫
『
東
洋
医
学
概
説
』
（
創
文
9
6
年
4
7
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
）
大
正
蔵
・
経
集
部
4
3
頁
呉
・
竺
律
炎
共
支
越
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
塞
　
大
正
蔵
・
釈
経
論
部
上
2
5
『
大
智
度
盛
』
巻
5
9
粥
頁
中
「
如
寳
藤
蔓
除
四
百
四
病
。
根
本
四
病
風
熱
冷
雑
」
後
難
・
鳩
摩
羅
什
。

（
1
7
）
大
正
蔵
．
諸
宗
部
3
『
摩
詞
止
観
』
巻
8
上
平
頁
下
「
四
大
不
順
重
病
…
・
：
四
大
不
順
者
、
行
役
無
時
強
健
措
負
」
階
・
智
顎
。

翁
）
大
正
蔵
・
経
集
部
3
『
金
光
明
経
』
巻
3
除
病
品
第
1
5
5
3
頁
上
「
下
方
所
説
、
随
時
憾
言
豊
根
四
大
代
謝
増
損
、
令
獲
得
病
。
有
善
署
師
、
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
順
四
時
」
北
涼
・
曇
無
識
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
胆
　
正
統
三
蔵
第
6
冊
所
収
。

　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茄
）
大
島
晃
「
郡
康
節
の
三
物
」
　
（
東
方
学
5
2
9
7
年
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

（
色

汢
i
光
司
「
中
国
に
お
け
る
天
地
崩
壊
の
思
想
」
　
（
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
筑
摩
9
6
年
）
所
収
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

竃
　
『
朱
子
語
類
』
巻
7
1
「
（
繕
言
之
学
不
似
濠
漢
二
程
。
）
康
節
愛
顧
箇
循
環
底
道
理
。
不
似
毒
茸
二
程
説
得
活
如
無
極
而
太
極
。
太
極
本
無
極
、

　
禮
用
一
源
顕
徴
無
間
。
康
節
無
此
説
」

（
2
3
）@
『
撃
壌
集
』
巻
1
8
死
生
吟
「
学
仙
欲
不
死
、
学
仏
欲
再
生
、
再
生
與
不
死
二
者
、
人
果
連
立
笥
使
人
果
帰
方
。
始
入
子
情
毒
素
、
林
下
人
不
為

　
人
所
惜
哀
哉
。
三
三
三
重
為
人
所
惑
」

璽
　
『
郡
氏
聞
見
回
』
巻
1
5
「
歳
大
疫
、
留
出
日
自
信
讐
戸
問
病
者
、
薬
之
良
勤
「
日
小
宮
不
出
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
色
@
こ
れ
に
関
し
て
は
、
大
島
晃
「
張
横
跳
の
太
虚
即
気
重
に
つ
い
て
」
　
（
日
本
申
国
学
会
報
2
7
9
7
年
）
参
照
。

（
賃
の
体
内
循
環
に
つ
い
て
は
ア
ン
ー
マ
ス
ペ
・
『
道
教
』
妹
死
へ
の
探
究
⊥
平
心
魯
）
薫

（
2
7
）

O
浦
国
雄
氏
は
「
張
載
太
虚
説
前
史
」
　
（
集
刊
東
洋
学
5
0
東
北
大
9
8
年
）
に
お
い
て
、
王
泳
は
太
虚
を
器
の
レ
ベ
ル
に
下
げ
、
太
虚
崩
壊
説
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
も
い
う
べ
き
も
の
を
提
起
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
コ
　
　
ワ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

（
魍
　
大
正
蔵
．
毘
曇
部
2
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
1
2
．
6
6
頁
上
及
び
6
6
頁
中
．
唐
．
玄
　
。

（
2
9
）
大
正
蔵
・
経
集
部
－
『
旧
説
維
摩
詰
経
』
巻
上
維
摩
詰
所
説
経
諸
法
言
品
第
5
・
謝
頁
上
呉
・
支
謙
。

一3
3
「



（
越@
大
．
正
蔵
・
毘
曇
部
4
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
1
層
・
3
頁
下
・
唐
・
玄
奨
。

（
包
@
同
右
。
巻
1
・
3
頁
下
～
4
頁
上
。

（
包@
『
張
子
全
書
』
巻
迅
横
渠
行
状
「
露
出
諸
釈
老
叢
書
、
累
年
蓋
究
其
説
、
知
無
所
得
、
而
求
之
六
経
」
「
嘉
祐
初
見
洛
陽
程
伯
淳
正
叔
昆
弟

　
子
干
京
師
、
共
語
道
学
之
要
、
先
生
漢
然
自
信
日
、
覇
道
自
足
何
事
労
音
、
乃
蓋
棄
異
学
黒
熊
也
」

（
3
3
） @
『
ゴ
程
語
録
』
巻
2
「
「
明
道
豊
艶
横
平
在
興
国
寺
講
論
終
日
、
而
不
和
旧
日
曽
有
里
人
、
海
難
塵
講
星
明
」
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
琶

ｱ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
久
須
本
文
雄
『
揚
代
儒
学
の
禅
思
想
研
究
』
（
日
進
蕊
年
脚
頁
）
「
張
子
の
学
禅
」
の
項
参
照
。

（
範
@
大
正
蔵
・
諸
宗
部
5
『
六
三
壇
経
』
「
餓
悔
第
6
」
5
4
頁
中
・
6
0
山
中
・
唐
・
法
海
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
ヨ

（
酋
．
大
正
蔵
・
密
教
部
2
『
首
榜
厳
経
』
巻
4
2
1
頁
下
・
唐
・
般
刺
繍
帝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
内
野
熊
〒
郎
「
六
朝
唐
紫
苧
背
八
卦
方
位
図
形
を
究
め
て
周
子
太
極
図
の
来
源
に
及
ぶ
」
　
（
東
方
学
2
5
9
6
年
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
逃
@
今
井
宇
三
郎
『
宋
代
易
学
の
研
究
』
（
明
治
図
書
9
5
年
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
胆
@
宋
元
三
案
本
、
正
誼
堂
全
書
本
等
が
襲
用
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む

（
包@
『
周
易
』
繋
辞
上
・
第
1
1
章
・
正
義
「
正
義
日
両
儀
生
玉
晒
者
、
謂
金
木
水
火
、
稟
天
地
而
有
故
云
両
謎
解
四
象
。
塾
則
分
王
四
季
、
又
地
中

．
之
別
、
故
唯
云
四
象
也
」
，

（
包
@
『
宋
元
畜
案
』
巻
1
2
濾
渓
学
案
下
「
黒
部
與
先
生
同
師
潤
州
鶴
林
寺
樹
齢
涯
、
或
謂
、
愚
答
節
之
監
護
遁
先
生
於
垂
垂
、
従
隠
者
老
浮
屠
遊
、

　
遂
自
受
易
書
」

（
毬
@
『
居
士
分
三
三
』
巻
下
周
敦
願
條
「
願
嘗
嘆
日
、
吾
此
妙
心
置
得
啓
藩
論
黄
於
目
黒
．
獲
明
証
佛
印
」
’

蕊
　
同
右
「
周
回
願
宇
茂
叔
、
春
三
人
、
初
見
晦
堂
心
、
問
教
外
別
傳
之
旨
」

（
包
@
前
回
注
4
1
「
元
公
初
回
東
林
総
遊
、
久
之
無
所
縁
、
絡
教
之
静
坐
。
月
鯨
有
得
」

（
包

v
須
本
文
雄
「
濾
漢
思
想
に
於
け
る
禅
的
な
も
の
」
　
（
禅
学
研
究
・
5
3
）
そ
の
他
参
照
。

（
包
@
大
正
蔵
・
諸
宗
部
2
『
原
人
論
』
0
8
頁
上
1
0
頁
下
唐
・
宗
密
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
7
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
包
@
大
正
蔵
・
経
疏
部
4
『
華
厳
経
演
義
砂
』
0
頁
中
唐
・
澄
観
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
包

@
傷
寒
例
巻
2
。

一3
4
一



（
包
　
こ
れ
は
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
の
「
道
始
干
虚
霧
鳶
虚
露
生
宇
宙
、
宇
宙
生
氣
…
清
陽
者
簿
靡
蝋
管
天
、
五
濁
者
凝
滞
而
対
地
…
天
地
之
襲
精

　
為
陰
陽
、
陰
陽
之
専
精
為
四
時
、
四
時
之
三
三
為
万
物
」
を
簡
略
化
し
た
も
の
。

（
5
0
）

（
邑

（
亀

（
包

（
邑

（
色

（
愚

（
琶

（
5
8
＞

（
5
9
）

（
6
0
）

　
　
　
　
　
　

正
統
三
蔵
第
3
冊
。
　
・

　
　
　
　
　
6

麦
谷
邦
夫
「
道
教
的
生
成
論
の
形
成
と
展
開
」
　
（
前
細
注
8
『
気
の
思
想
』
所
収
）
参
照
。

正
統
道
蔵
回
6
2
6
3
冊
・
巻
7
混
元
義
。

　
　
　
　
　
7
・
7

『
単
云
笈
七
三
』
巻
5
6
。

麦
谷
邦
夫
「
道
教
的
生
成
論
の
形
成
と
展
開
」
i
『
気
の
思
想
』
補
二
八
十
哲
文
学
会
報
4
・
塩
鯨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

卍
績
蔵
2
・
3
0
・
4
三
三
古
轍
上
。

今
井
宇
三
郎
前
掲
書
（
注
3
8
）
8
4
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
蔵
・
諸
宗
部
5
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
1
0
～
1
3
頁
唐
・
最
密
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
4
ム

前
回
注
4
5
参
照
。
，

弥
勒
『
鍮
伽
論
』
摂
沢
択
分
に
阿
頼
耶
識
存
在
の
理
由
八
種
を
あ
げ
る
。
宇
井
捷
径
『
印
度
哲
学
史
』
岩
波
説
頁
）
参
照
。

三
論
篇
第
4
2
、
注
「
三
三
肉
不
仁
発
酒
肉
湊
。
及
膚
不
二
故
為
不
仁
。
不
仁
者
二
極
不
知
有
無
也
」

一3
5
一
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川
田
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一
編
『
仏
教
思
想
と
医
学
』
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洋
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研
究
所
9
7
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

・
　
楠
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宋
明
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学
園
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9
6
年
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